
コップは、巾着袋に入れてリュックサック

に直すよ。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

進級に向けての準備等、ご協力ありがとうございました。リュックサックやコ

ップを使っている姿を見ていると、「みかん組になるんだ!」という期待と意欲が

伝わり、頼もしく感じます。 

一年間、食事面・排泄面・着脱面など生活習慣の自立に向けて育んできました。

日々の経験を重ねるごとに、出来る実感と喜びが態度に現れ、何度も繰り返しな

がら、自信をもちやってみようという意欲的な気持ちが、育ち始めています。 

そのような姿から、子ども達の成長を本当にうれしく思っています。 

 

 

3月  フルーツミックス 
3月のねらい 

0歳児  自分のできることを、保育者に見守られながらしようと

する。 

      保育者とやりとりを楽しむ。 

1歳児  自分でできることはしようとする。 

      戸外で保育者と集団遊びを楽しむ。 

2歳児  自分の身の周りのことを自分でする。 

      簡単なルールのある集団遊びを楽しむ。 

一年間、保護者の皆さまに、ご協力をいただきありがとうございました。 
ひとりひとりこんなに大きくなりました。 

さくらんぼ・いちご・りんご組 スタッフ一同 

さくらんぼ組 

いちご組 

りんご組 

お母さんから離れ、園生活をはじめて一年、近くにいる保育者の存在に安心し、遊びたい玩具を自分で選び

遊んでいます。絵本が始まると、保育者の近くにやってきて座り、お話しを聞きながら言葉を模倣したり、友

だちに関心を示し自分から手をつなぎに行って、二人で歩いている姿は、微笑ましく思わず笑顔になります。 

自分でやりたいという気持ちが芽生え、うまくできなくて泣いてしまうこともあるけど、保育者に手伝っても

らい出来た時には、とても嬉しそうです。 

 ０歳という大切な一年間に関わることができて、本当に感謝しています。 

 

ねむくなったり、悲しくなると、保育者にあまえて抱かれ、安心して眠る子ども達をみると、本当におおきく

なったね、と感動している私たちです。 「ありがとう」感謝の気持ちでいっぱいです。 

保育者や友だちの名前を呼んだり、友だちを意識した言葉や姿が増えてきました。まだ言葉で上手く

伝えられず、友だちとぶつかることもありますが、自分で「かして」や「ありがとう」など言葉で伝え

るようになりました。りんご組になることを楽しみにしながら、保育者に見守られ「自分でやってみよ

う」の意欲や意識が高まっています。 

一年間、子ども達の成長を願い、安心して生活できる環境つくりを心がけてきました。一人ひとりの個

性豊かな成長を、本当にうれしく思っています。 

ぼくのコップ、

見つけた 

お水止めて 

出した袋に脱いだ服

を入れて、リュック

サックに 


